
報
告
書
刊
行
に
あ
た
っ
て

　

東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
２
０
１
０

年
度
報
告
書
を
出
版
す
る
こ
と
は
喜
び
に
耐
え
な

い
。
代
表
と
し
て
、
ひ
と
言
挨
拶
を
述
べ
る
。

　

２
０
１
０
年
度
は
、
東
ア
ジ
ア
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
第
６
回
会
議
を
、
中
国
側
の
御
協
力
の
お
か
げ
で
、

北
京
で
開
催
で
き
た
。
歴
史
と
伝
統
あ
る
中
華
女
子

学
院
の
立
派
な
講
堂
で
、
11
月
23
日
、
24
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
、
ほ
ぼ
満
席
に
な
っ
た
。
２

日
目
の
午
後
は
、
保
護
者
向
け
の
一
般
公
開
で
あ
り
、

中
国
側
か
ら
、
家
庭
教
育
に
お
け
る
食
育
と
子
ど
も

の
潜
在
能
力
開
発
に
つ
い
て
の
講
演
、
続
い
て
日
本

側
の
参
加
者
も
加
わ
っ
て
、
会
場
の
出
席
者
と
活
発

な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
「
日
本
グ
ッ
ド･

ト
イ
展
示
会
」
も
こ
の
間
に
行
わ
れ
、
多
く
の
見
学

者
が
集
ま
っ
た
。

　

第
６
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は「
幼
小
接
続
」で
あ
っ

た
が
、
残
念
な
が
ら
従
来
通
り
、
日
・
中
の
研
究
者

の
み
に
よ
る
会
議
と
な
っ
た
。
子
ど
も
の
教
育
は
、

生
ま
れ
た
時
点
か
ら
の
親
に
よ
る
育
児
、
専
門
家
に

よ
る
保
育
・
就
学
前
教
育
と
続
く
が
、
そ
れ
は
子
ど

も
の
発
達
に
対
応
し
て
、
ひ
と
つ
の
流
れ
と
し
て
連

続
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
幼
児
の
保

育
・
教
育
と
小
学
校
教
育
の
連
続
性
は
、
理
念
ば
か

り
で
な
く
実
践
な
ど
の
制
度
・
方
法
に
よ
り
、
如
何

な
る
国
に
お
い
て
も
、
し
ば
し
ば
問
題
に
な
る
の
で

あ
る
。
こ
の
会
議
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の

幼
小
接
続
の
問
題
は
、
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
あ
る

が
、
日
中
で
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
点
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
文
化

ば
か
り
で
な
く
社
会
の
在
り
方
の
違
い
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
ぜ
ひ
こ
の
報
告
書
を
読
ん
で
、
幼
小

文
化
の
移
行
と
い
う
立
場
か
ら
、
皆
さ
ん
方
に
も
お

考
え
頂
き
た
い
。

　

そ
も
そ
も
、
東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
現
在
で
は
日
本
と
中
国
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
が
、
東
ア
ジ
ア
の
そ
れ
ぞ
れ
文
化
の
異
な
る
国
々

の
研
究
者
・
実
践
家
が
、
学
際
的
、
包
括
的
な
「
子

ど
も
学
」
の
立
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
「
子
ど
も

問
題
」“child issues

” 

解
決
に
必
要
な
情
報
を
交

換
し
、
考
え
る
場
で
あ
る
。
お
互
い
に
比
較
し
合
う

こ
と
で
、
学
ぶ
点
も
多
い
こ
と
は
、
ど
な
た
も
賛
成

し
よ
う
。
こ
の
報
告
書
が
、
そ
の
情
報
提
供
の
役
を

少
し
で
も
果
た
せ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

医
学
博
士
。
チ
ャ
イ
ル
ド
・
リ
サ
ー
チ
・
ネ
ッ
ト
（
Ｃ
Ｒ
Ｎ
）
所
長
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
。

１
９
５
４
年
東
京
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業
。
米
英
留
学
。
東
京
大
学
教
授
、
国
立
小
児
病
院

院
長
、
国
際
小
児
科
学
会
会
長
な
ど
を
歴
任
。
日
本
医
師
会
最
高
優
秀
功
労
賞
（
１
９
８
４
年

11
月
）、
毎
日
出
版
文
化
賞
（
１
９
８
５
年
10
月
）、
国
際
小
児
科
学
会
賞
（
１
９
８
６
年
７
月
）、

勲
二
等
瑞
宝
章
（
２
０
０
１
年
秋
）、
武
見
記
念
賞
（
２
０
０
３
年
12
月
）
な
ど
を
受
賞
。

主
な
著
作
は
、
小
児
医
学
専
門
書
以
外
に
は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
」（
中
山
書
店
）、「
子

ど
も
は
未
来
で
あ
る
」（
メ
デ
ィ
サ
イ
エ
ン
ス
社
）、「
育
つ
育
て
る
ふ
れ
あ
い
の
子
育
て
」（
風

濤
社
）、「
風
韻
怎
思―

子
ど
も
の
い
の
ち
を
見
つ
め
て
」（
小
学
館
）、「
子
ど
も
学
の
ま
な
ざ
し
」

（
明
石
書
店
）
そ
の
他
多
数
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
創
設
者
、
日
本
代
表

小
林 

登

（
東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
日
本
代
表
、
Ｃ
Ｒ
Ｎ
所
長
）
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華
東
師
範
大
学
教
授
。
学
前
教
育
研
究
所
所
長
。
中
国
学
前
教
育
研
究
会
副
理
事
長
。
上
海
市

幼
児
教
育
研
究
会
副
会
長
兼
秘
書
長
。
中
国
教
育
部
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
学
前
教

育
学
科
養
成
目
標
・
基
準
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
研
究
お
よ
び
実
践
」、「
幼
児
教
育
改
革
実
験
研
究
」

な
ど
を
担
当
す
る
。

中
国
代
表

朱 

家
雄

（
東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
国
代
表
、
華
東
師
範
大
学
教
授
）

報
告
書
刊
行
に
あ
た
っ
て

　

２
０
１
０
年
11
月
、
中
国
の
首
都
北
京
で
東
ア
ジ

ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
６
回
目
の
会
議
が

成
功
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
幼
小
接
続―

教
育
の
公
平
性
と

質
の
関
係
か
ら
」
で
あ
り
、
日
中
両
国
か
ら
の
参
加

者
の
人
数
が
両
日
合
わ
せ
て
１
５
０
０
名
に
も
な
り

ま
し
た
。
政
治
学
、
社
会
学
、
教
育
学
、
小
児
科
学

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
視
点
か
ら
幼
稚
園
と
小
学

校
の
接
続
問
題
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、
解
決
案
と
解

決
方
向
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
行
わ
れ
た
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
同
じ
よ
う
に
、
今
回
の
会
議
も
社

会
の
各
領
域
か
ら
大
い
に
賞
賛
さ
れ
、
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
学
術
集
会
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
私
は
東
ア
ジ
ア
子
ど
も
学
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
中
国
側
の
代
表
者
と
し
て
、
東
京
大
学
名

誉
教
授
・
日
本
国
立
小
児
病
院
名
誉
院
長
、
Ｃ
Ｒ
Ｎ

所
長
で
あ
る
日
本
の
著
名
な
小
児
科
医
の
小
林
登
先

生
が
提
唱
す
る
「
子
ど
も
学
」
が
、
日
本
と
中
国
大

陸
で
次
第
に
多
く
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。
日
中
両
国
の
学
者
お
よ

び
社
会
各
領
域
の
関
係
者
の
協
力
の
お
か
げ
で
、
実

り
の
多
い
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
㈱
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
支
援
を
い
た
だ
き
、
中
国
大
使

館
、
日
本
子
ど
も
学
会
、
日
本
赤
ち
ゃ
ん
学
会
、
日

本
異
文
化
比
較
学
会
、
日
中
教
育
交
流
会
議
等
の
協

賛
を
受
け
、
社
会
各
分
野
か
ら
承
認
さ
れ
、
賞
賛
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
子
ど
も
学
」
の
普
及
と
国

際
化
が
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
発
達
、ま
た
社
会
に
と
っ

て
役
立
つ
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
表
れ
で
す
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
「
親
向
け
の
育
児
相

談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
ま
し
た
。
こ
の
東
ア
ジ
ア
子

ど
も
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
初
め
て
の
試
み
で
、

当
日
３
０
０
名
近
く
の
保
護
者
が
熱
心
に
会
議
に
参

加
し
、
専
門
家
の
報
告
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
ま
た

彼
ら
が
日
ご
ろ
育
児
の
中
で
、
感
じ
て
い
る
こ
と
、

困
っ
て
い
る
こ
と
、
悩
ん
で
い
る
問
題
な
ど
に
つ
い

て
、専
門
家
に
質
問
し
、ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
ま
し
た
。

　

数
10
年
間
続
い
て
き
た
学
問
の
細
分
化
し
た
結
果

は
、
各
領
域
の
研
究
が
深
い
方
向
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
一
方
で
、
学
問
間
の
横
の
つ
な
が
り
が
断
ち

切
ら
れ
た
現
実
も
否
め
ま
せ
ん
。
小
林
登
先
生
が
提

唱
さ
れ
た
「
子
ど
も
学
」
に
賛
同
す
る
の
は
、
こ
の

学
問
が
自
然
科
学
、
社
会
科
学
と
人
文
科
学
を
有
機

的
に
結
合
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
育
児
に
関
す
る
諸

問
題
が
総
合
的
に
研
究
し
、
解
決
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
う
か
ら
で
す
。

　
「
子
ど
も
学
」
が
さ
ら
に
社
会
的
に
認
め
ら
れ
、

日
中
両
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
関
係
者
が
交
流
す

る
チ
ャ
ン
ス
が
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
我
々
が
力
を
合
わ
せ
て
努
力
す
れ
ば
、「
子

ど
も
学
」
が
い
っ
そ
う
豊
か
な
成
果
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
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大
会
テ
ー
マ
：
幼
小
接
続―

教
育
の
公
平
性
と
質
の
関
係
の
視
点
か
ら

巻
頭
言

第
１
章
●　

日
本
の
現
状
と
課
題

子
ど
も
は
２
つ
の
情
報
に
よ
っ
て
育
っ
て
い
る―

遺
伝
と
文
化

幼
児
期
か
ら
児
童
期
へ
の
教
育―

子
ど
も
・
保
護
者
・
教
師
の
経
験
か
ら
考
え
る
幼
小
文
化
間
移
行

小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
と
発
達
障
害

第
２
章
●　

中
国
に
お
け
る
教
育
の
公
平
性
と
質
の
問
題

幼
小
接
続
に
つ
い
て
の
考
察

義
務
教
育
の
機
会
均
等
と
入
学
準
備

都
市
は
、
流
動
児
童
に
基
本
的
な
就
学
前
教
育
を
提
供
で
き
る
の
か
？―

平
民
教
育
は
教
育
の
公
平
性
を
実
現
す
る
た
め
の
選
択
肢
で
あ
る

流
動
児
童
の
親
の
子
ど
も
に
対
す
る
期
待
と
教
育
の
現
状
調
査―

北
京
市
の
あ
る
村
を
例
に

就
学
前
教
育
の
公
平
性
に
つ
い
て
の
考
察―

湖
南
省
37
〜
48
か
月
の
幼
児
１
０
０
０
名
を
対
象
に
し
た
発
達
調
査

幼
小
の
資
源
共
有
・
双
方
向
連
携
で
、
小
学
校
入
学
へ
の
適
応
力
を
高
め
る

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
講
演
１　

食
育―

食
べ
る
こ
と
で
健
康
な
体
を
つ
く
る

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
講
演
２　

子
ど
も
の
早
期
能
力
開
発

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
会
場
で
の
質
疑
応
答

会
場
の
声

日
本
グ
ッ
ド
・
ト
イ
展
示
会
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